
１Ｗ
荷、

序

だより
墜

、
ＰＦ

Ｌ

江
戸
時
代
の
初
め
頃
ま
で
、
二
宮
か
ら
小
田
中
に

か
け
て
の
吉
井
川
は
、
現
在
よ
り
も
か
な
り
北
寄
り

を
流
れ
て
い
ま
し
た
。
元
和
７
年
（
１
６
２
１
）
の

洪
水
に
よ
っ
て
流
れ
が
南
へ
変
わ
り
、
今
の
流
路
と

な
り
ま
し
た
。
二
宮
か
ら
東
に
流
れ
て
小
田
中
で
吉

し
ち
く

井
川
に
合
流
す
る
紫
竹
川
の
流
路
は
、
か
つ
て
の
吉

井
川
本
流
の
名
残
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

吉
井
川
が
北
寄
り
に
流
れ
て
い
た
頃
に
は
、
小
田

あ
ざ

か
め
が
ふ
ち

中
の
字
薮
の
鼻
辺
り
に
深
い
淵
が
あ
っ
て
、
亀
ヶ
淵

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
亀
ヶ
淵
に
は
、
娘
と

蛇
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
今
に
残
っ
て
い
ま
す
。
「
作

と
が
わ

州
言
函
川
物
語
」
で
は
、
恋
人
と
そ
の
一
族
を
父
親
に

殺
害
さ
れ
た
悲
し
み
か
ら
、
こ
の
淵
に
身
を
投
げ
た

亀
千
代
姫
が
、
や
が
て
大
蛇
に
姿
を
変
え
て
村
に
災

い
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
伝
説
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
民
話
で

は
、
夜
な
夜
な
こ
の
淵
の
ほ
と
り
に
出
掛
け
る
亀
千

代
姫
の
水
面
に
映
っ
た
姿
が
大
蛇
で
あ
っ
た
と
い
う

話
に
変
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
授
け
を
高
野
神
社

に
祈
願
し
た
長
者
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
亀
千

代
姫
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
話
に
も
共
通
し

て
い
ま
す
。
亀
ヶ
淵
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら
の
物
語
は
、

高
野
神
社
と
吉
井
川
と
の
浅
か
ら
ぬ
縁
を
象
徴
す
る

も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
小
島
）

雲

かつての亀ヶ淵周辺城西通りの高架橋から臨む

１１１
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脚＝＆碑一砂
枕己八弓乙与一

隅
油
化
と
、
の
芝
碍
館

一
画
“
Ｍ
”
即
匝
８
．
詞
吋
酬
・
、
側
ｚ
咽

叩
睡
一

海
面
》
何
叩
能

ｑ
０

到
制
や
み
岸
や
冬
立
２
△
も
脚
醜
今
風
Ｐ
も
Ｌ
ｃ

寓
枇
、
騨
寺
唖
身
国
鈍
粛
異
窓
加
腿
酢
ｒ
Ｔ
・
凸

《
芯
吟
姐
貯
塑
匹
●
色
室
雇
櫓
ｘ
竹
盈
予
仏
か
廼
驚
切
勘
Ｉ

Ｅ
単
こ
ら
・
魂
動
睡
而
Ｌ
い
埋
唖
部
山
瞳
帥
”
に
声
』
怪

哩
喧
・
》
て
い
て
通
話
局
副
』

圃
脈
茸
面
■
嘘
Ｌ
失
い
宮
司
里

堀
噂
巳
や
一
雁
ｑ
『
・
入
た
曲

９
膳
価
脚
』
唾
・
今
躍
凸

宇
９
喧

牟
２
序

輪
昌
口
Ｄ
ｍ
ａ

■
凹
宇
Ａ
津

局
侭

。

丙
画
季
砥
仔
蝿
姻
窪
．
釦
ｆ
０
１
・

溌
憩
馴
繍
一
娠
・
・

無
漁
繍
畷
懲
撚
霞
漁
撫

．
Ｊ
村
町
一
律
利
腕
３
辱
猫
Ｏ
い
〃
症
韓
而
》
』
観
恥

平
《
罰
正
司
町
、
聞
岨
職
而
減
甜
酋
複
健
鮒
野
寺
晶
秒
で
器
屋
し
玩
瞳
坪
髭
え
ぬ
皿
て
い
る

、
師
凹
『
鄭
母
。

『
費
込
密
更
零
里

新修津山市史別巻

､菱の
句
▽
。
“
門
時
。
侶
田
ｇ
Ｃ
ｐ
Ｆ

剥
喝
Ｑ
紋
市
Ｒ
ｎ
・
や
晶
叫
食
Ｆ

》
恥
劉
皿
迩
ｆ
５
ａ

●
曲
閃 弔

問
誼
胆
詞
取
阿
と
。

両
司
侭
剛
椙
質
働
で
凡

巴
而
に
狼
廿
寸
Ｍ
７

Ｈ
錫
、
脚
枕
罰
仇
噂
哩

祁
佑
師
２
Ⅲ
可
．
Ｆ
・
虹
１
⑪
い
●
力
叩
．

い
ｈ
ｕ
ｎ
樺
尽
め
淀
主
命
Ａ
ｒ
》
ｎ

ｐ
・
一
賦
珂
Ｌ
Ａ
恥
Ｐ
＆

〃
伺
○
Ｎ

ｈ
－
ｒ
血

目
画
を

咽
毎
』
雨
期
』
巾
涌
唾
創
Ｅ
匂
。
と

Ｈ
蝿
埋
』
掘
り
と
勾
一
功
で
ハ
ユ
刊
か
昭
和
岸
陛

宮
捌
応
融
、
肺
切
２
０
号
画
ｕ
⑪
Ｊ
寺
塵
侭
小
が
醐
姉
即

伊
△
＆
劉
屈
お
里
虹
砕
洩
創
冨
で
他
附
し

８
『
帆
ｕ
』
で
創
耳
山
や
、
ｆ
嗣
伽
と

弓
邑
ロ
４

◆
９
，
恥
庁

ｆ

刷

同

樹
勘
し

４
砧
偽
２
項
畦
《
⑭
、
揮
密
？
科
４
９
７

◆
固
し
ｑ
山

町
麺
●
釘
岨
巡
弛
飲
制
１
日
八
＆

▼
軸
師
睡
柁
Ｍ
１
琴
、
刷
紳
抑

陪
畑
則
酉
代

。
■

『
豆
で
鮭
痢
釧
旬
洞
ｉ
が
持
罫
極
句
Ｐ
坤

ｆ
痔
当
晶
分
詞
皿
置
晶
畠
の
『
一
駒
瓦
⑮
ロ

ー
吟
＆
実
包
Ｈ
敦
一
酉
ｒ
武
弼
Ｐ
ｒ
珊
戯
観
厘
押

印
Ｌ
星
の
公
ｎ
．
守
牙
恥
ざ
ら
和
雄
論
画
こ
と

易
。
・
す
器
画
風
毎
衿
吐
罰
哩
局
に
易
⑨
濁
醇
創
博

刃

０

屑
員
哩
京

印
合
切
“
叩
徹
洩
‐
Ｉ
邑
制

⑭
ｆ
ｎ
句
句
〃
血
Ｐ
割
服 認へ

Ｐｂ

ー

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
こ
の
た
び
新
修
津
山
市
史
の
別
巻
と
し
て
言
や
ま
の

民
話
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
執
筆
者
は
、
市
内
旧
久
米
町
の
ご
出
身
で
民
話
の
大

家
で
あ
る
立
石
憲
利
氏
で
す
。
平
成
別
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
市
内
各
所
で
の

べ
兜
人
の
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
ほ
か
、
多
く
の
既
刊
書
か
ら
も
引
用
し
た

結
果
、
７
６
０
も
の
民
話
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
書
は
、
昔
話
・
伝
説
・
村
話
の
３
章
構
成
で
す
。
第
一
章
の
昔
話
に
は
、
「
猿

神
退
治
」
な
ど
の
む
か
し
語
り
の
ほ
か
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
兄
弟
」
な
ど
の
動
物
昔
話
、

笑
い
話
な
ど
も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
章
の
伝
説
に
は
、
地
域
に
あ
る
木
や
石
、

淵
な
ど
に
ま
つ
わ
る
話
が
、
第
三
章
の
村
話
に
は
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
話
な
ど
の

世
間
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー一一一

一色一~

新
修
津
山
市
史
別
巻
「
つ
や
ま
の
民
話
』
刊
行

多
く
の
市
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
７
６
０

話
．
６
４
０
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
民
話
集

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

建弐錘‘。－＝､垂､一一諺遜..‐、

一一里

②

話
で
す
が
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
つ
れ
て
語
り
継
ぐ
人
が

減
少
し
、
い
ず
れ
は
忘
れ
去
ら
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
数
々
の
民

話
を
本
書
に
記
録
す
る
こ
と
で
、
後
世
へ
の
伝
達
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
執
筆

者
の
立
石
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
津
山
語
り
の
会
の
メ
ン
バ
ー
や
話
者
の
方
々
の
ほ
か
、

資
料
や
会
場
の
提
供
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
な
ど
、
多
数
の
方
々
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
本
書
は
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
改

め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
５
版
・
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
・
本
文
６
４
０
ペ
ー
ジ
で
、
市
内
の
図
書
館
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
郷
土
博
物
館
と
市
内
の
書
店
で
１
冊
税
込
２
，
０
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
（
郷
土
博
物
館
は
耐
震
休
館
中
の
た
め
、
販
売
の
取
扱

い
は
祝
日
を
除
く
月
曜
～
金
曜
の
午
前
８
時
別
分
～
午
後
５
時
過
分
で
す
。
）

そ
れ
ぞ
れ
、
津
山
で
生
き
て
き
た
人
々
の
思
い
や
暮
ら
し
を
伝
え
る
貴
重
な
お

k縁

著者の立石憲利氏 『つやまの民話ｊ表紙
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雷修流山市史別送『つやまの民話』
出版記念諦演会 「

つ
や
ま
の
民
話
』
出
版
記
念
講
演
会

戸
且

ａ

_－－Ｊ
I{,Ｉｉ

圏
１帖；

昭
和
過
年
生
ま
れ
の
立
石
氏
は
、
今

年
３
月
に
満
別
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
も
、
こ
の
た
び
の
言
や
ま
の
民

話
』
が
通
算
２
５
０
冊
め
に
当
た
る
と

い
う
こ
と
で
、
関
係
者
有
志
が
発
起
人

と
な
っ
て
祝
賀
会
を
開
こ
う
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
立
石
氏
の
記
念
講
演
会
と

祝
賀
懇
親
会
の
２
部
構
成
で
、
県
内
外

＝

瀞
６
月
何
日
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

第２部：語りの会メンバーの語り↑

第１部：立石氏の講演→

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

言
や
ま
の
民
話
』
の
出
版
を
記

念
し
て
、
津
山
語
り
の
会
と
津
山
市

教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
お
よ
そ
１
５

０
人
の
来
場
者
で
い
つ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

内
容
は
、
立
石
氏
の
講
演
と
語
り
、

津
山
語
り
の
会
に
よ
る
語
り
の
２
部

構
成
で
、
ま
ず
立
石
氏
が
民
話
を
語

り
継
ぐ
意
義
や
今
回
の
調
査
の
経
緯
、

調
査
中
の
出
会
い
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
後
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
兄
弟
」
と
「
力

持
ち
槌
佐
」
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
続

け
て
、
語
り
の
会
か
ら
６
人
が
、
一

話
ず
つ
語
り
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
手
の
早
い
お
っ
つ
あ
ん
」
や
「
屍

こ
き
の
嫁
さ
ん
」
な
ど
、
い
ず
れ
の

語
り
も
と
て
も
い
き
い
き
と
し
て
、

活
字
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
民
話
本
来

の
魅
力
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

畠
室壷

③

６
月
即
日扉

立
石
さ
ん
出
版
２
５
０
冊
＆
傘
寿
祝
賀
会

か
ら
１
６
０
人
に
も
お
よ
ぶ
招
待
客
が

詰
め
か
け
、
盛
大
な
祝
賀
会
と
な
り
ま

し
た
。民

話
調
査
の
苦
労
話
が
披
露
さ
れ
た

講
演
会
（
写
真
上
）
の
後
、
別
会
場
で

催
さ
れ
た
懇
親
会
（
写
真
左
）
で
は
、

終
始
切
れ
目
な
く
祝
辞
や
ス
ピ
ー
チ
・

余
興
が
続
き
、
立
石
氏
の
人
柄
と
業
績

の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。

再一＝＝



（
部
会
長
茎
剛
原
委
員
、
副
部
会
長
亜
安
倉
氏
）

２
ペ
ー
ジ
で
も
報
告
の
と
お
り
、
昨
年
度
末
に
言

や
ま
の
民
話
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
か
ら
執
筆
者
に
前
津
山
市
史
編
さ
ん
室

長
の
尾
島
治
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

６
月
の
部
会
で
は
、
祭
礼
調
査
の
報
告
や
、
執
筆
分

担
、
今
後
の
調
査
方
針
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
、

執
筆
者
間
で
調
整
し
な
が
ら
細
目
次
を
検
討
す
る
予
定

古
代
部
会

（
部
会
長
皿
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
函
今
津
委
員
）

４
月
に
部
会
を
開
き
、
引
き
続
き
資
料
編
「
古
代
・

中
世
」
の
刊
行
に
向
け
て
、
掲
載
資
料
の
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
世
部
会

（
部
会
長
》
久
野
委
員
、
副
部
会
長
茎
剛
原
委
員
）

資
料
編
「
古
代
・
中
世
」
刊
行
に
向
け
、
掲
載
資

料
を
選
別
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
部
会
を
開
き
、
選

別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

で
す
ｃ

民
俗
部
会

近
世
部
会

（
部
会
長
》
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
》
在
間
委
員
）

３
月
の
部
会
で
、
資
料
編
の
大
ま
か
な
章
立
て
と
分

担
を
決
め
ま
し
た
。
４
月
以
降
、
個
別
の
調
査
を
６
回

実
施
し
た
ほ
か
、
資
料
編
の
掲
載
候
補
資
料
の
筆
耕
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
的
に
資
料
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
部
会
長
韮
在
間
委
員
、
副
部
会
長
》
香
山
委
員
）

４
月
以
降
で
、
個
別
の
調
査
を
ｎ
回
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現
在
は
執
筆
者
が

各
自
で
資
料
編
掲
載
候
補
を
選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 近

現
代
部
会

自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長
恥
河
本
委
員
、
副
部
会
長
恥
可
児
委
員
）

資
料
編
「
考
古
」
は
、
今
年
度
に
版
下
を
作
成
し
て
、

来
年
度
に
印
刷
・
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
５
月
に

編
集
作
業
の
た
め
の
打
合
せ
を
開
き
ま
し
た
。
業
務

を
委
託
す
る
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
業

者
と
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
後
、
部
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
第
１
回
）

④

○
事
務
局
職
員
の
異
動
（
４
月
１
日
付
、
主
幹
級
以
上
）

・
退
職
亜
尾
島
治
（
編
さ
ん
室
長
）

大
倉
淳
一
（
編
さ
ん
室
主
幹
）

・
転
出
》
小
坂
田
裕
造
（
室
長
補
佐
↓
生
涯
学
習
部
長
）

・
転
入
諏
平
岡
正
宏
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
主
幹

↓
編
さ
ん
室
主
幹
）

・
昇
任
》
仁
木
康
治
（
編
さ
ん
室
主
幹
↓
室
長
）

小
島
徹
（
編
さ
ん
室
主
査
↓
室
長
補
佐
）

○
編
さ
ん
委
員
と
し
て
、
８
月
か
ら
新
た
に
左
の
方

が
加
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

尾
島
治
前
津
山
市
史
編
さ
ん
室
長

近
世
・
民
俗
担
当

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
釦
年
４
月
～
）

４
月
辿
日
第
１
回
古
代
部
会

５
月
妬
日
資
料
編
「
考
古
」
編
集
打
合
せ

６
月
４
日
第
１
回
民
俗
部
会

６
月
別
日
美
作
学
講
座
第
１
回

８
月
１
日
事
務
局
全
体
会
議

８
月
６
日
三
好
基
之
氏
か
ら
の
聴
き
取
り

８８８

月月月
２８１８９
日 日 日

第
１
回
中
世
部
会

美
作
学
講
座
第
２
回

第
１
回
編
さ
ん
委
員
会

部
会
通
信



／

、

『津山市史研究」第４号の刊行と

各種刊行物のバックナンバーのごあんない

圃市史編さん室では『津山市史研究」第４号を３月末に刊行しました。

１冊８００円で郷土博物館にて販売中です。内容は、下記のとおりです。

【第４号】平成３０年３月発行

・森川奈津美「津山市における伊勢大神楽」

・山下香織「資料紹介諸国風俗御問状同書上山陽道美作国農工商之部」

・前原茂雄「治承・寿永の内乱と美作国一変革期の在地社会一’

、

■なお、『津山市史研究』のバックナンバーは、以下のとおりです。いずれも１冊８００円で在庫があ

りますので、ご希望の方は郷土博物館でお買い求めください。

【創刊号】平成２７年３月発行

･安倉清博「『民具』への視点と展望一津山市所有民具の現状と市史への活用一」

･森元辰昭「津山地域の金次郎像・報徳運動の研究（その１)」

･東昇「近世後期津山藩の薬をめぐる領主と領民」

･森俊弘「字喜多直家の新出書状一祝山城をめぐる攻防戦の関連史料一」

【第２号】平成２８年３月発行

･北村章「明治十年前後の津山地域史素描一大早勉・民会・国会請願一」

･森元辰昭「津山地域の金次郎像・報徳運動の研究（その２)」

･井上靖子「中山神社御田植祭の基層構造とその変容」

・平井泰明「中山横穴墓」

【第３号】平成２９年３月発行

･森俊弘「美作国守護代の歴史的展開」

･深見かづみ「津山地区におけるジャージー牛の消長一蒜山地区と比較して－」

･尾島治「津山の城下町における作人の形成と町作」

･小島徹「美作国絵図の描画内容の変遷一正保・元禄・天保国絵図の比較検討一」

■『津山市史だより』のバックナンバーは、第６号を除いて在庫があります。ご希望の方には郷土霊博

物館でお分けします。なお、文字検索が可能なＰＤＦデータを市史編さん室のホームページ上でも

公開していますので、こちらもご利用ください。

公開ページのアドレスはこちら→https:〃www,city・tsuyamalgjp/life/index2php?id=3283

■旧版『津山市史』は第４巻｢近世Ⅱ(松平藩時代)」(3,000円）と第７巻｢現代Ⅱ(大正･昭和時代)」

（2,200円)のみ在庫があり､郷土博物館にて販売しています。また､郷土博物館のホームページでは、

旧版『津山市史ｊ全7巻のＰＤＦデータを公開しています。在庫切れで入手困難な巻をそろえられ

るだけでなく、パソコン上で文字検索が可能なデータですから、冊子を購入済みの方にもお勧めし

ます。容量が大きいため、ダウンロードに時間がかかりますが、利用価値の高いデータです。

公開ページのアドレスはこちら→http://www・tsu-hakujp/untitled54html
ノ

③



の
浜
屋
へ
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
出
発

前
日
の
ｎ
月
３
日
（
実
際
の
出
発
は
１

日
延
期
）
以
降
は
毎
日
の
記
録
で
す
。

こ
の
戦
争
が
実
戦
に
は
至
ら
な
か
っ
た

た
め
か
、
宿
所
近
隣
の
寺
院
参
詣
や
美

保
関
の
見
物
に
出
掛
け
た
こ
と
ま
で
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
末
尾
で
は
、
平
穏

無
事
に
撤
兵
と
な
っ
た
が
、
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
日
々
の
見
聞
を
記
録
し
た

と
し
て
、
食
糧
の
用
意
の
重
要
性
を
強

調
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
が
出
兵
へ
の
従
軍
で
す
か

ら
、
幕
府
や
藩
か
ら
発
せ
ら
れ
た
軍
令

や
軍
中
法
度
、
所
属
す
る
一
番
手
の
行

列
次
第
な
ど
が
長
々
と
記
録
さ
れ
る
の

で
す
が
、
安
来
近
郊
の
赤
江
村
に
着
陣

後
は
、
軍
事
関
係
の
記
述
は
時
々
も
た

ら
さ
れ
る
包
囲
網
の
状
況
や
長
州
藩
の

対
応
な
ど
に
限
ら
れ
、
東
民
の
周
辺
の

出
来
事
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
着
陣
後
の
軍
事
以
外
の
Ⅱ
記
の

内
容
は
、
医
師
だ
か
ら
病
人
に
対
す
る

治
療
記
録
が
多
い
か
と
言
え
ば
、
そ
う

で
も
な
く
、
同
僚
の
村
医
師
や
兄
の
彦

左
衛
門
な
ど
を
訪
ね
た
記
録
や
、
陣
中

岸
本
東
民
の
略
歴

岸
本
東
民
は
、
幕
末
～
維
新
期
に
活

躍
し
た
東
南
条
郡
押
入
村
（
現
・
津
山

市
押
入
）
の
医
師
で
す
。
彼
は
、
文
政

３
年
（
１
８
２
０
）
抑
入
構
大
庄
屋
の

岸
本
佳
十
郎
の
二
男
と
し
て
出
生
、
備

前
の
医
師
・
明
石
退
蔵
（
希
苑
）
や
難

波
抱
節
に
医
術
を
学
び
、
天
保
巧
年
（
１

８
４
４
）
郷
里
で
内
科
医
を
開
業
し
ま

し
た
。
医
業
の
か
た
わ
ら
私
塾
を
開
い

て
後
進
の
指
導
に
尽
力
し
、
籾
山
村
の

医
師
・
仁
木
永
祐
や
西
々
条
郡
香
々
美

中
村
大
庄
屋
・
中
島
衛
ら
と
親
し
く
交

流
し
て
い
ま
す
。
明
治
５
年
（
１
８
７

２
）
３
月
１
日
に
記
歳
で
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。

岸
本
東
民
「
雲
路
日
記
」
に
見
る
出
雲
と
美
作
の
風
習
。
風
俗
の
相
違

長
州
戦
争
と
「
雲
路
日
記
」

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
の
第
１
次

長
州
戦
争
で
は
、
幕
府
が
西
国
皿
藩
に

出
兵
を
命
じ
、
胆
万
の
兵
力
で
長
州
藩

を
包
囲
す
る
と
、
禁
門
の
変
を
指
揮
し

た
家
老
３
人
の
自
刃
に
よ
っ
て
長
州
藩

が
恭
順
の
意
を
示
し
た
た
め
、
実
戦
に

は
至
ら
ず
に
終
了
し
ま
し
た
。
津
山
藩

は
石
州
口
の
二
番
手
と
さ
れ
、
ｕ
月
５

日
か
ら
３
つ
の
部
隊
を
派
遣
し
、
安
来

の
近
郊
に
約
２
か
月
陣
取
っ
て
い
ま
す
。

津
山
藩
の
一
番
手
の
軍
勢
の
一
員
と

し
て
ｎ
月
５
日
に
津
山
を
出
発
し
た
東

民
は
、
ｎ
日
か
ら
翌
年
正
月
７
日
ま
で

安
来
の
近
郊
に
滞
在
し
、
陣
中
の
病
人

の
治
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
藩
か

ら
従
軍
を
命
じ
ら
れ
て
以
来
、
役
目
を

終
え
て
津
山
へ
帰
着
す
る
ま
で
、
日
記

を
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
本
稿

で
紹
介
す
る
「
雲
路
日
記
」
（
津
山
洋

学
資
料
館
蔵
）
で
す
。

日
記
の
内
容

こ
の
日
記
は
、
和
紙
を
袋
綴
じ
し
た

も
の
で
、
表
紙
中
央
の
左
端
に
「
雲
路

日
記
全
」
と
表
題
が
記
さ
れ
、
本
文

冒
頭
に
は
「
長
州
征
伐
往
返
日
記
」
と
、

内
容
に
即
し
た
題
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
文
は
、
東
民
は
じ
め
村
医
師
５

名
が
郡
代
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
出
兵
へ

の
従
軍
を
命
じ
ら
れ
た
元
治
元
年
８
月

５
日
の
記
述
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ

の
後
３
か
月
は
記
載
が
無
く
、
戸
川
町

【資料紹介

美
作
と
の
風
俗
・
風
習
の
違
い

と
り
わ
け
風
俗
・
風
習
に
つ
い
て
は
、

滞
在
時
期
が
冬
で
年
越
し
行
事
を
目
に

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
数
多
く
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
美
作
の
農
村
で
生
ま
れ

育
っ
た
東
民
と
し
て
は
、
出
雲
の
農
村

の
習
俗
が
気
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
し
ょ
う
。
特
に
こ
の
時
は
、
出
兵
従

軍
か
つ
実
戦
な
し
と
い
う
特
殊
な
状
況

下
で
、
異
国
に
２
か
月
も
滞
在
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
暇
を
持
て
余
し
た

時
に
自
然
と
目
に
映
る
物
事
と
し
て
、

出
雲
の
習
俗
を
記
録
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
の
日
記
で
確
認
で
き
る
習
俗
の
記

載
を
ま
と
め
た
の
が
、
次
ペ
ー
ジ
の
一

覧
表
で
す
。
着
陣
の
翌
日
に
は
、
も
う

言
葉
や
服
装
、
家
の
構
造
な
ど
の
美
作

と
の
違
い
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
正
月
に
は
、
作
州
で
は
藩
の
免
許

で
詠
ん
だ
漢
詩
・
俳
句
の
ほ
か
、
滞
在

し
て
い
る
家
の
家
族
や
そ
の
周
辺
で
見

聞
き
し
た
風
俗
・
風
習
な
ど
を
書
き
付

け
て
い
ま
す
。

小
島

徹

③



表：「雲路日記」における風俗・風習に関する記載の一覧

が
な
け
れ
ば
立
て
ら
れ
な
い
門
松
を
、

雲
州
で
は
ど
の
家
で
も
立
て
て
い
る
こ

と
に
始
ま
り
、
他
の
日
よ
り
も
長
め
に

習
俗
の
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
記
述

の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
多
い
の
は
、
「
こ

の
行
事
は
作
州
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

が
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
細
部
で
は
ど

の
部
分
が
ど
う
違
う
と
い
う
書
き
方
で

す
。

こ
の
日
記
に
記
さ
れ
た
の
は
、
あ
く

ま
で
出
雲
の
習
俗
で
あ
り
、
美
作
の
習

俗
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
詳
述
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
細
部
の
相
違
点
の
記
述
に
よ

り
、
注
意
深
く
読
み
進
め
れ
ば
、
美
作

の
習
俗
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
つ
か
め
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
美
作
の
習
俗
は
、
同
時

代
人
の
記
録
が
き
わ
め
て
少
な
い
た
め

研
究
が
困
難
で
す
が
、
年
越
し
行
事
に

関
し
て
は
、
こ
の
日
記
が
大
き
な
手
掛

か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

③

う
い
う
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
見
て
も
、

こ
の
「
雲
路
日
記
」
は
貴
重
な
資
料
と

言
え
ま
す
。

資料紹介】

月日

１１月１２日

１１月１３日

１１月１４日

１１月１８日

１２月１日

１２月８日

１２月１３日

１２月１６日

１２月２１日

１月１日

１月５日

１月６日

風俗･風習に関する記載事項’
①美作と出雲で言葉が分り兼ねる

②男女とも足袋･ばつち･草蛙を用いず〈裸足で農作業を行う
→砂地で草軽を履くと足が痛くなる由

③持高100石以上でなければ8畳間は作れない

④赤江村350軒のうち8畳間がある家(＝持高100石以上）はわずか5軒
⑤無高でも身代の良い者は表2間でも裏に3間の座敷を作る
⑥国の風俗は至って｢下作｣、風呂は｢はしり｣の上で焚く
⑦飯鉢を洗わず古い飯の上に新しい飯を取り込み､食事も至って粗末
③田地全てには植付けせず

⑨麦･小菜は溝を深く畝を高くして植付け､冬の中打をせず〈
溝の士を苗の間にすくい上げて草が生えるのを防ぐだけ

⑩農閑期には若い者たちは胡弓の稽古にいそしむ
⑪濁酒を作る慣習あり､小家でも5～6俵は酒にする
⑫正月用には糟を取り清酒にする

⑬酒屋の酒はあまり買わない

⑭酒の婿は摘鍋を用いる

⑮夫のいる女性は頭髪に輪を付ける
⑯(卯の日）「カンバノ宮｣の祭礼､大群衆が参詣

⑰乙朔日の風習は変わらない斌作州で餅をつくのに対し､出雲では牡丹餅を作る
⑱豆腐を食べる八日待ちという風習は美作と変わらないｶミ

氏神に年神の輿を入れておき､村中が交代で１２月１日から毎夕献ずる
⑲正月のしきたりは作州とあまり変わらないカミ出雲では床に灯明をあけ；

年神両神へ本膳2膳を供える

→作州では､大晦日からでないと膳は供えない

⑳正月には年始の客にも三つ井くらいで酒を－杯勧める
⑳囲い茄子は作州と同じ

、乙朔日に茄子漬を食べるがく雲州では嫁には食べさせない
⑳雲州の神有月の御忌について

⑳正月儀式は作州と格別変わりない

⑳作州では御免なくては門松を立てられないがく雲州ではどの家も門松を立てる
⑳大太鼓や小太鼓多数を車台に乗せて引きながら打つ
＠日御碕での神鬼除の弓射神事

⑳大社の全の馬伝承

｜⑳作州とは違って正月１４日に年神送I,ﾉをする

⑳｢年竹｣と称して大竹を左義長の芯として買い求め､大太鼓などで賑やかに往来’



第１回の会場の様子

○
第
４
回
皿
月
巧
日
（
土
）
午
後
１
時
別
分
～
３
時

講
師
》
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課
参
事
横
山
定
氏

（
近
世
編
執
筆
者
）

演
題
》
岡
山
藩
主
小
早
川
秀
秋
の
時
代

〆
、

、

金
今
後
の
一
」
あ
ん
な
い

○
第
３
回
Ⅲ
月
昭
日
（
土
）
午
後
１
時
別
分
～
３
時

講
師
率
作
陽
音
楽
短
期
大
学
准
教
授
津
田
秀
実
氏

（
自
然
風
土
・
考
古
編
執
筆
者
）

演
題
本
美
作
の
前
期
古
墳

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座
‐
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
‐

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
「
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
」
と
題
し

て
、
４
回
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
民
俗
編
執
筆
者
の
深
見
か
づ
み
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

「
津
山
地
区
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
導
入
と
結
末
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昭
和
別
年
代
、
全
国
的
に
牛
乳
の
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
牛
の
導
入
が

進
み
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
の
頭
数
不
足
を
補
う
目
的
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
で
は
、
蒜
山
地
区
へ
の
導
入
計
画
が
策
定
さ
れ
た

後
、
津
山
地
区
が
追
加
さ
れ
、
昭
和
朗
年
に
導
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
導
入
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
、
蒜
山
で
は
残
り
ま
し
た
が
、

津
山
に
は
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
蒜
山
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農
を
核
と

し
た
観
光
が
成
立
し
た
の
に
対
し
、
津
山
で
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農
は
、
数
あ

る
仕
事
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
要
因
と
い
う
こ
と
で
す
。

津
山
に
と
っ
て
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
と
は
、
戦
後
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
術

の
一
つ
で
あ
り
、
蒜
山
と
の
大
き
な
違
い
は
、
導
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の

他
の
産
業
の
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
導
入
は
失
敗
し
た
も
の
の

歓
迎
さ
れ
、
小
規
模
な
が
ら
も
戦
後
の
津
山
と
人
々
を
支
え
た
と
述
べ
て
、

お
話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
来
ら
れ
た
約
仙
名
の
聴
講
者
は
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
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第
１
回
６
月
即
日

「
津
山
地
区
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
導
入
と
結
末
」

深
見
か
づ
み
氏
（
民
俗
編
執
筆
者
）
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